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子どもを支援するチームが育っていないと・・・

・ 連携がうまくいかず支援にミスが起きる

・ 必要な情報が共有されずに対応が遅れる

・ 適切な役割分担がされずに一部の人に仕事が偏る

・ 職員に結束感がなくチームとして生産性があがらない

・ 人間関係が悪化しスタッフ感がぎくしゃくする



今日の内容

① コーチングスキルを高める

② 対人援助技術を高める

③ ストレスレスの仕組みをつくる

よりよいチームを作る３つのフレーム



① コーチングスキルを高める



「コーチングとは、

もっとも欲しい結果

（ゴール）を明確にし、

自分一人では絶対に行

くことができないであ

ろう速さで、ゴールに

向かうことを助けるこ

と」

byトマス・レナード

① コーチング

https://www.youtube.com/watch?v=C3SfL1l9Lok


目的とは・・・最終的に成し遂げようとする到達点

目標とは・・・目的の達成のために設定される水準・基準

① コーチング 『目的』と『目標』



【目標管理（MBO）】
Management by Objectives  P.ドラッカー

① やることの管理
② モチベーションの管理
③ 人の管理

【目標管理（ベーシック法）】

① 目標項目を設定する
② 達成基準を決める
③ 達成期限を決める
④ 達成計画を立てる

① コーチング 『目標管理』



目標設定の手法 SMARTの法則

Specific 具体的であること

Measurable 測定可能であること

Achievable 到達可能であること

Result-based 成果に基づいていること

Time-Line 期限が明確になっていること

① コーチング 『目標設定の手法』



①
考えを否定せず、どんな考えでも「そう考えているんだね」と受
け止める。

② 相手の強み、長所、能力を引き出すよう良い面に目を向ける。

③ 行動の結果も大切だが、学びの種となる過程も重視する。

④ 成功しても失敗してもその要因を確認し大事な体験にする

⑤ 他の人と比較するのではなく、本人自身の変容を認めて伝える。

① コーチング コーチングのスタンス



※ 苦手意識の取り扱い ① 避ける OR ② 向かう

【苦手意識を克服する方法】

「未知のものへの恐怖心」 OR 「過去のネガティブ体験」

・ 自分にとってプラスを考える

・ ハードルを下げる

・ やらざるを得ない環境に身を置く

・ （得意な）人と一緒に行動する

・ メタ認知しながら取り組む

① コーチング 『目標管理』：モチベーションの管理



① コーチング 『目標管理』：モチベーションの管理



① コーチング 『目標管理』：モチベーションの管理



遊戯動機…楽しさや面白さを求める。緊張をやわらげ、冗談やゲームを好む。

理解動機…理論的な考えを求めたり、物事の仕組みを理解しようとする。

変化動機…新しいことを好み、流行に敏感で変革を求める。

秩序動機…安定、秩序、伝統、などを大切にする。整理、整頓、正確さを目指す。

達成動機…努力して高い目標をやり遂げる。才能を生かし自尊心を高める。

親和動機…好きな人の近くにいたい、助け合いたいと思う動機。友情を重視する。

屈辱動機…自分を責め、非難や罰を受け入れたいと思う。敗北を認める。

攻撃動機…言葉や力を使って相手を屈服させたい、反対を克服したいと思う。

自律動機…束縛、強制、横暴な権威、因習を嫌い、自由と独立を求める。

支配動機…人の上に立ちたい、説得や命令によって人に影響を与えたいと思う。

服従動機…優れた人の命令に従い、その人の言う通りにしたいと望む。

顕示動機…目立ちたい、人を驚かせたり、楽しませたりして印象づけたいと思う。

援助動機…弱い者、困っている者などを助け、慰め、励ましたいと思う。

依存動機…甘えたい、助けてもらいたい、愛されたい、同情されたいと思う。

異性愛動機…異性を求め、恋愛関係や性的関係に関心を向ける。

屈辱回避動機…失敗して軽蔑されることを避けたいと思う。自己防衛的な思い。

① コーチング 『目標管理』：モチベーション『動機付け』の管理



室内, 壁, 床, 座っているが含まれている画像 

高い精度で生成された説明

① コーチング 『行動の動機付け』：汎性強化子

http://toitoitoi-kids.com/#top


① コーチング 『行動の動機付け』：汎性強化子



＜ドーパミン＞快感や喜びなどの感情に関係する神経伝達物質
人の強い欲求には「快感を得たい欲求」があるがこの「快感」を操っているのがドーパミン。快

楽・意欲・食欲・性欲・探求心・動機づけを司っており心地良さに加えて「意欲」も生み出す。過剰
な分泌は幻覚・妄想を招くほか、満足感の喪失や、繰り返し過剰分泌されることでギャンブルやアル
コール、薬物依存症を招く。

＜ノルアドレナリン＞神経を興奮させる神経伝達物質
ストレスに対して怒りや不安などの感情に反応し「意欲、集中力、思考力」を高める。しかし、不

足すると「気力の低下、無関心」など抑うつ状態になりやすく、うつ病の原因にもなる。逆に過剰に
分泌されると、イライラやキレやすくなるなど、躁状態を引き起こしやすくなる。

＜セロトニン＞睡眠や体温調節、ホルモンの分泌を司る神経伝達物質
「セロトニン」だが、精神の安定に大きく関与している。セロトニンは、ノルアドレナリンやドー

パミンの暴走を抑えコントロールすることで精神的な安定をもたらす。セロトニンは「幸せホルモ
ン」と呼ばれ、セロトニンが正しく分泌されることで心が安定し、幸福感が生まれる。不足するとノ
ルアドレナリンやドーパミンの抑制力が弱まり、パニックや集中力や思考力の低下など、うつ状態に
陥りやすくなる。

自己肯定感を支える「神経伝達物質」のバランス

① コーチング 『行動の動機付け』：脳内物質



② 対人援助技術を高める



基本スキル 目的

認めるスキル 相手に安心して話をしてもらう

聴くスキル 相手にきもちよくたくさん話してもらう

質問するスキル 相手の中にあるものを引き出す

フィードバックするスキル 相手の鏡の役割をする

リクエストするスキル 相手の行動を促す

コーチングの５つの基本スキル② 対人援助技術



【ストローク】 【視点】

ビジブル インビジブル

（属性 価値観）

【Level】

Ⅰ 相手から

Ⅱ 観察して

Ⅲ しかけて

② 対人援助技術 認めるスキル



聞く・・・周りから音声が聞こえてくる
聴く・・・相手の気持ちや思いなどを受け止める
訊く・・・相手に質問して情報を得る

【聴くスキル】：子どもが話をしたくなる聞き方

【ノンバーバル（非言語）とバーバル（言語）の一致】

・手を止める ・体を向ける ・目線を合わせる
・最後まで聴く ・うなずきやあいづちを入れる
・声のトーンを相手に合わせる ・にこやかな顔の表情
・話をはさむタイミング

「そうそう」同意 「そうなんだあ」共感 「ねえそれで？」催促 など

聴くスキル② 対人援助技術



行動できないのは・・・ 「何を行動すればよいのかわからない」
「モチベーションが低い」

【質問するスキル】：子どもに自主的な行動を促す

質問を重ねて行動を具体化する

クローズドクエスチョン・・・『Yes？ or No？』「A? or B?」

オープンクエスチョン・・・５W１Hを質問し、具体化する

質問によって相手に気づきを増やす・広げる

質問するスキル② 対人援助技術



クローズドな質問 オープンな質問

メ
リ
ッ
ト

・回答者が答えやすい
・回答を素早くもらえる
・相手の判断を得ることができる

・回答者が自由に答えられる
・多くの情報を引き出せる
・会話を繋げやすい

デ
メ
リ
ッ
ト

・尋問されているような印象を与
えかねない
・会話を繋げにくい

・回答者の心理的負担が大きい
・想定外の方向に会話が逸れる
可能性がある
・信頼関係によって回答の質が
変わるケースがある

質問するスキル② 対人援助技術



・ 正しい敬語（上下関係）

尊敬語・謙譲語・丁寧語

・ ノンバーバル

スピード・トーン・大きさ

言葉遣い・組み立て・タイミング）

・ 説明

PREP法・マジックナンバー３法

すべて相手に『伝わった』か？で決まる」（相手の期待値を知る）

【わかりやすくするポイント】

フィードバックするスキル（伝える）② 対人援助技術



バイステックの７原則

バイステックの７原則

① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

アメリカの社会福祉学者で

ケースワーカーのバイスティック博士が、

1957年に出版した学術書

『ケースワークの原則』の中で提唱した

介護や保育の現場（対人職）における

援助の基本原則。

② 対人援助技術

https://www.youtube.com/watch?v=ZEgSOQsabnI


① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「利用者をかけがえのない個人として捉え

る」という考え方。

「こういう人はこうだろう」「このような

境遇の人はこうだろう」と人格や環境で決

めつけず、誰1人として同じ考えの人はいな

い。それぞれに合った関わりや解決策を模

索する必要がある、という原則（一般論×）

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「どのような感情表現も認める」という考

え方。

プラスの感情だけでなく、マイナスな感情

も自由に表現させることで、利用者自身が

客観的に物事を見ることができたり、解決

の糸口が見える効果もあるとされている。

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「援助者自身が自分の感情をきちんと自覚

し、利用者に引きずられないようにする」

という考え方。

問題解決には、冷静な判断が必要。「本当

に必要なことは何なのか」「利用者にとっ

て何がベストなのか」を正確に導くために

も、利用者の心を理解すると同時に、自身

の感情をコントロールすることが大切だと

いう原則。（自分をまずはフラットに）

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「その人自身をあるがままに受け止める」

という考え方。

利用者自身の個性や考えを否定するのでは

なく、「どうしてそのような思考になるの

か」「なぜこういった行動をするのか」と

いった要因を考え、適切な援助へと導くこ

とが大切。

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「他者が良し悪しをつけない」という考え

方。

問題解決は自分にしかできず、またその判

断は他人がするものではないという原則。

援助者は、利用者の考えや行動に対して善

悪をつけるのではなく、あくまでもサポー

ト役であることを理解することが大切。

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「自分のことは自分で決める」という考え

方。

たとえトラブルがあったとしても、問題解

決の主体は本人であり、利用者の成長や今

後同じような壁にぶつかった時も乗り越え

られるようにすることが目的。

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 個別化の原則

② 意図的な感情表現の原則

③ 統制された情緒関与の原則

④ 受容の原則

⑤ 非審判的態度の原則

⑥ 自己決定の原則

⑦ 秘密保持の原則

「プライバシーを守り、情報を他者に漏ら

さない」という考え方。

一般企業における個人情報保護と同じよう

に、個人にもプライバシーは存在し、たと

え小さなことであっても本人が言ってほし

くないことは勝手に他人へ漏らしてはいけ

ないという原則。

バイステックの７原則
② 対人援助技術



① 対話の場面の録画

② 録画から対話の文字起こし

携帯電話の録音機能を利用して、対話録音データを文字化。

※ プラウドノートや文字起こしできるアプリを使用（７日間無料などあり）

③ 文字起こしデータの支援者側（評価をしてほしい人）の名前を話者1とする。

④ chatGPT（https://chatgpt.com/）にログインし、「評価プロンプト」を

    コピー＆ペーストする。

⑤ 話者1と表示されている対話文字起こしデータをコピー＆ペーストする。

⑥ 表示された評価結果をWordなどにコピー＆ペーストし、保存する。

② 対人援助技術 AI評価する際の手順（例）



あなたは、障がい児・障がい者支援分野における対話スキル育成の専門家です。
以下に提示する「支援者と利用者の5分程度の対話記録」を読み取り、 バイスティックの7原則に
基づいて、話者１を対象に評価を行ってください。

【評価の目的】
支援者の対話が、専門的援助関係の基本原則に沿っているかを客観的に評価し、育成・振り返りに
活用すること。

【評価方法】
以下の7項目それぞれについて、次の形式で出力してください。
①項目名
②10点満点での点数（整数）
③300文字程度の評価コメント

・良い点
・改善点
・具体的な対話場面への言及
を含め、具体的かつ建設的に記述してください。

④500文字程度の総合評価コメント

② 対人援助技術 AI評価する際の手順（評価プロンプト例）前半



【バイスティックの7原則】
 1. 個別化（Individualization）
2. 意図的な感情表出（Purposeful Expression of Feelings）
3. 統制された情緒的関与（Controlled Emotional Involvement）
4. 受容（Acceptance）
5. 非審判的態度（Non-judgmental Attitude）
6. 自己決定（Self-determination）
7. 秘密保持（Confidentiality）

【評価上の留意点】
 ・障がい児・障がい者支援の文脈に即して評価すること
・倫理性、専門性、関係性構築の観点を重視すること
・厳しさと成長支援のバランスを保つこと
・形式的な一般論ではなく、対話内容に即した分析を行うこと

【出力形式】
 ■1. 個別化 点数：◯/10 評価コメント：（約300文字）
■2. 意図的な感情表出 点数：◯/10 評価コメント：（約300文字） （以下同様に7項目すべて）
■3. 上記の出力をWord文書にてダウンロードできるようにする

それでは、以下の対話記録を評価してください。 ＝＝＝＝＝

② 対人援助技術 AI評価する際の手順（評価プロンプト例）後半



② 対人援助技術 AI評価する際の手順（評価結果例）

../../../コンサル/さんぽ/R8.2.26家族支援/演習動画/評価/02-26 田中面談-バイスティック評価.pdf


③ ストレスレスの仕組み



【個人】

・ストレスチェック（https://kokoro.mhlw.go.jp/check_simple/）

・アンガーマネジメント（https://commutest.com/anger-management/questions）

・自分のタイプを知る（ https://commutest.com/egogram/）

③ ストレスレス

https://kokoro.mhlw.go.jp/check_simple/
https://commutest.com/anger-management/questions
https://commutest.com/anger-management/questions
https://commutest.com/anger-management/questions
https://commutest.com/egogram/


自己肯定感チェック

※『脳の名医が教える すごい自己肯定感』（加藤俊徳・著／クロスメディア・パブリッシング）より引用

「よく当てはまる」5点、「どちらかといえば当てはまる」4点、「どちらともいえない」3点、
「どちらかといえば当てはまらない」2点、「まったく当てはまらない」1点

③ ストレスレス



自己肯定感チェック 「よく当てはまる」5点、「どちらかといえば当てはまる」4点、「どちらともいえない」3点、
「どちらかといえば当てはまらない」2点、「まったく当てはまらない」1点

※『脳の名医が教える すごい自己肯定感』（加藤俊徳・著／クロスメディア・パブリッシング）より引用

③ ストレスレス



自己肯定感チェック
※『脳の名医が教える すごい自己肯定感』（加藤俊徳・著／クロスメディア・パブリッシング）より引用

65点以上…自己肯定人間
各脳番地が全体的によく働いており、とてもいい状態。自己評価が適正である上、自分に足りない
ものをフラットに見つめることができている。さらなる高みを目指すための自己啓発力も持ち合わ
せている。

50～64点…準自己肯定人間
各脳番地の働きで必要なラインはクリアしている。しかし、そうした状態だと脳はできることより
もできないことに意識が向きやすく、実際よりも自己評価が低まることもあるので、強化する必要
アリ！

35～49点…自己否定傾向人間
各脳番地の働きが弱くなっている要注意ライン。よく、自分はダメだという自己否定によって生じ
た不満を周りにぶつけていないだろうか。しかし、認知の歪みを取り除けば、自己肯定人間になれ
る！

34点以下…自己否定人間
社会からの抑圧を強く感じ、自分を過小評価しがち。人から褒められてもそのまま受け止めること
ができず、視野狭小の状態から脱しにくい。そうした人は、まずは運動系や視覚系、聴覚系から鍛
えるのが◎。

③ ストレスレス



■ 逃避タイプ

・本気にならない
・無関心を装う
・良い人を演じることも

・どうせ無理が口癖
・「自分なんて」と思う
・褒められるのが苦手

■ あきらめタイプ

■ 比較優位タイプ

・自慢話ばかり
・よく他人を比較する
・人にアドバイスしたがる

・人にどうみられるか過度に敏感
・過度に気を使う
・自分より他人を優先して頑張る

■ くださいタイプ

行動派

受身派

内にこもる人 外に求める人

自己肯定感が低い人

③ ストレスレス



自己肯定感をつくる脳の回路

ニューロンの情報伝達で回路ができる

伝達が繰り返されることで強い回路ができる

自己肯定回路を強くすることで自己肯定の確立を上げる

神経細胞は
生まれた直
後が最大

３才～

神経回路の
刈り込み

完成は９歳

③ ストレスレス



③ ストレスレス



相談支援専門員としての社内目標共有

サンクスシェア
作成中

③ ストレスレス



リーダーとフォロワーのマッチングの重要性

リーダーの立場から

③ ストレスレス



交流分析とは

自己分析の方法の一つ。一人の人間の中に，親の自我（P）・大

人の自我（A）・子供の自我（C）の3つの自我 (人格) が存在し，

行動や思考の際に一つ一つの人格が出現すると考え，この3つの

自我の質と量を分析する (構造分析) 。次に，3つの自我のかか

わり合い (交流) を分析する。自分を知ることにより，ストレス

に対応し，自分をコントロールするという考え方が根底にある。

エゴグラム診断

③ ストレスレス

https://commutest.com/egogram/
https://ta.direct-comm.com/charactor/


交流分析：３つのわたし③ ストレスレス

https://commutest.com/egogram/


エゴグラムを測定してみよう

48

自分のタイプをよく知っ

た上で、他者と接する。

③ ストレスレス



③ ストレスレス



③ ストレスレス



③ ストレスレス



障害特性 リフレーミング（強みの表現に変換）

1 ことばを聞いて理解することが苦手 目で見た情報は理解しやすい

2 表情や身振りを、誤って理解してしまう 明瞭に（はっきりと）区別された指示を好む

3 人や場面によって態度を変えられない ルールをきっちり守ろうとする。物怖じしない

4 他の人の興味あることに関心が薄い 状況に左右されず、自分の好きなことに取り組むことができる

5 全体をとらえて関係性をつかむことが苦手 細部に、強く意識を向けることができる

6 別のやり方を探したり臨機応変な対応が苦手 状況に左右されず、ねばり強く取り組むことができる

7 集団で一斉に行動することが苦手 マイペースに課題を完了することができる

8 「いつ終わる」かを理解するのが苦手 決められたことをやり続けようとする

9 抽象的、あいまいなことの理解が苦手 具体的で、はっきりしたことを好む

10 経験していないことを想像することが苦手 経験したことは、しっかりと覚える

11 特定の物事に強く固執 興味があること（趣味・仕事）に、積極的に取り組める

12 規則することが苦手 繰り返し体験することで記憶する

13 発達（認知能力）がアンバランス 興味・関心。好きなことは抜群にできる

14 特定の行動を何度も繰り返してしまう 決まったパターンを几帳面に行うことができる

15 期待されていることに注意が向かない 興味・関心があるものに、強く注意・集中を向けることができる

16 特定の感覚が過敏、または鈍い 些細な違いや変化に気が付くことができる、または非常に我慢強い

🌎（楽々 かあさんHP）

（楽々かあさんHP）『リフレーミング』③ ストレスレス

https://www.rakurakumom.com/


ジョハリの窓

自分は知っている 自×

他
人
は
知
っ
て
い
る

開放の窓

盲
点
の
窓

他
× 秘密の窓

未
知

自己開示

積極的な自己開示③ ストレスレス



【相手の行動変容を求める】 ＝ 【交渉術（技術）】

● 配分型（利益を分け合う）

● 利益交換型（損して得とる）

● 統合型（Win ＆ Win）

◆ 代替案

◆ 選択肢

◆ 限界範囲

◆ 説得

・功利的説得（メリット）

・規律的説得（論理的）

・情緒的説得（感情的）

③ ストレスレス
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